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南風原町内の小学校では、 4年生の総合的芯学習の時間に福祉学習を積極的に取り組んでいます。そこで

南風原町社会福祉協議会では、ポランティア担当職員による福祉学習の出前講座を行っており、今回はその

-- rr-守『1 学習の様子を紹介します。

南風原小学校では、 6月10日（水） 1 1日（木）に福祉講話（「福祉っ

て芯んだろうJ「ユニバーサルデザインとはJ）を行いました。

福祉とは「ふだんのくらしのしあわせを実現させることjすなわち、

特別な人たちのものでは芯く、私たちみん芯のためのもので、 一人ひ

とりがお互いを大切にして暮らしていくことです。そのためにはどん

な心がけが必要なのかな？など社協職員が問いかけ、クイズを取り入

れ芯がら楽しく学びました。

あわせて、年齢や障がいの有無などに関係なく、すべての人が使い

やすいように作られた製昂 ・建 一一）一一～
物・環境のことを「ユニバーサル

デザインjといい、みんなのため

に「ちむぐくる（思いやりの心）J 
で作られた優しいデザインだと

いうことも学べたようです。

北E小学校では7月15日（水）、

障がい者への理解と私たちにで

きることを考える時間として

「アイマスク体験Jを行いました。

体験中は、どのように声かけをしたら良いのか悩んでいる様子や、

緊張し芯がらも上手にサポートを受けている場面も見られました。

アイマスク体験は「相手の気持ちを理解するJr私にできる手助け

は芯にかjを、体験を通して見つけてもらうために行っており「今日

はそのことをぜひ学んで欲しいJと伝えました。

両小学校ともに、積極的に質問したリ、一生懸命メモをとる姿も見

られ、み芯さん真剣に学習に励んでいました。

可〉。。
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学阪でmいている人がい定ら声を ｜

福祉l之ついて事買えて宅らつ涯をの日から lz’福祉の意肺iかけてあげられる人l之なり「eL＇。を ｜

「1日1チムつつ／L」をして、知らない人 ｜ ガ分かり臆し ｜ うすれば南圃原小学阪l之宅「幸ぜが ｜

12老あいさつをする之とができまし定 ｜ かっ芝です l 増えるJと思うからです l 
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障がいの之とを考え定之と

がありませ九でし定。なので

学べてよかっ定です

不自由を薫り越えて自由l之
なつ定人老いるので、すごい

なと思いまし芝

夜尼ちが声かけをしてくれ芝ので ｜

』二手く歩く之とができまし定 ｜ 

目ガ買えて宅買えなくて宅できる

之とは一緒という之とを倣験で知り

まし定。位界の一人ひとりが障がい

があって宅、やれる之とは絶対l之あ
ると思いまし定。自分の之とを毛っ

と宅っと六切12成長し定いです

f鼠験を通して、障がいがある方がとのよう

な生活を送っているのか気12なり忠を読九で

調べるようl之なりまし定。包勺な之とが分か

り、これから周かけ芝ら聞けてあげ定いと思

いまし定。家族や友達l之毛話し定いです

「これから自分にできるととは何だろうj と考えるきっかけ（；：：：：

なりました。それぞれが感じた気持ちゃ気づいたことを大切にし、

ちむぐくるで過ごしていけたら良いなと思います。

町民のみなさんが、より豊かな気持ちで生活できるまちづくり

を目指して、社協職員もともに頑張っていきます。
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小地域福祉ネットワーク［照屋ていーだの

会Jでは、外出自粛要請が解除された5月か

ら、高齢者サロンボランティ アの方々がサロ

ン利用者の弁当作り＆見守り訪問をしていま

す。第2回目と怠る6月18日（木）も、朝早

くから弁当作りを始め、お昼時間に合わせ

てできたてのお弁当を届け、利用者の見守

りを行いました。

利用者さんも笑顔に刀

令和2年9月1日

盛り付けにもいろんなアイデアがl

この日は8名のボランティアさんで

｜ 新型コロナウイルス感染拡大防止のための

f外出自粛中の生活の実態調査jを実施しました ご協力ありがとうございました
町社協生活支援コーディネーターの活動の一環として、町内の高齢者（ミニデイ利用者）と高齢者に関わる方々（区長、民

生委員、ボランティア、老人クラブの方々など）を対象にアンケートを実施しました。外出自粛が要請されていた期間、どのよ

う芯ことを感じ、どのように日々過ごしていたのかを把握することで、今後の取り組みに活かしていきます。その中から、ミ二

デイ利用者さんわ、らの聞き取りでは 「外出で、きずさみしかったJとの声もあり、リフレッシュに左よればとの沖縄南観光（側 Umi

Tourism）さんのご厚意もあり、無料運行の 「高齢者外出ツアーjを計画しました。しかし再びコロナ感染症の拡大がみられ

たため、実施できたのは1地域のみでした。今後も引き続き町高齢者の実態把握に努めていきたいと思います。

［アンケートの一部］

Q.外出自粛中に感じていた（または今も
感じている）不安や因。事 （復数回答可）

25 

［具体的に（一部抜粋）］

0日中一人主主ので留守番時が心配（知ら芯い人の訪問）

0外出を止められていたので、買い物や交流が、できず、さみしかった

O熱中症が怖い。今までは外に出る機会もありあまり感じたよかったが、ステイホーム

で熱中症対策が大変だった

0会話がほとんど無かったので、認知症にならないか心配だった

O運動不足で、眠れなかった

0畑、庭の草取り、ウォーキングをしていて、いつもと変わらない

O孫・ひ孫とポケ防止にクイズをやっていた、それが楽しかった

ちょっと休憩。

7/6 （月）午前中には、地域に先

駆けて中央型ミ二デイ利用者 （12 

人）を対象に外出ツアーを実施し

ました。糸満ファーマーズではそ

れぞれの買い物を楽しみ、奥武島

近くまでドライブをして帰ってき

ました。利用者さんからは I楽し

かった、気分転換に怠ったさあj

とてもいい天気でした との言葉を聞くことができました。

仁



可民
～南星中の生徒が手作りマスクを寄贈～

7月1日（水）、南星中学校ボランティア委員会の蓮芙婆さん、笑樹齢さん、

募詣菱皇さん、担当教諭の宝域差半先生が本会を訪れ「必要としている方々に

提供して欲しいjとメッセージ付きの手作りマスク60枚を寄贈してください

ました。

ポランティア委員会で「新型コロナウイルス感染症の影響によりポランティ

ア活動や交流活動が制限される中、私たちになにかできることはないかjと話

し合い、町社協から聞き取り調査を行った結果、子ども用のマスクが不足して

いることを知り、作製に至ったということです。

委員を中心lこ生徒合わせて約20人で、放課後の時聞

を使い、 4日聞かけて作製した布マスクには I阪工

チケットをしようHコロナで友だちと遊べないけど

がんばろうJなどのメッセージも添えられています。

前川義美 町社協会長は「ボランティアのお気持

ちが本当にありがたい、必要としている世帯に届け

ますjとお礼の言葉を述べました。

寄贈された布マスクは、子ども食堂に訪れる方や、

本会力f支援している小さな子どもがいる世帯などに

配布し、有効に活用させていただきます。

～南星中学校の皆さん I温かいお気持ちJありが、とうございました～
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左から、 前川義美町社協会長、運天奏さん、
大城姫花さん、赤嶺愛里さん、玉城幸平先生

～9月15日は「老人の日j、21日までの7日間は「老人週間jです～
昭和26年に全国社会福祉協議会が中心になり、「としよりの日 ・としよりの福祉週間Jが始まりました。これはやが

て国民世論を高める力となり、全国各地でさまざま怠運動が展開されました。その後に「老人の日jを経て、昭和41
年に「敬老の日jとして「国民の休日Jとする法が制定され、さらに平成13年の老人福祉法の改正で、 9月15日が「老
人の日J、同月21日までが「老人週間jと定められました。
こうした中で、本年もこの期間に、全国各地で長寿を祝う行事や、活力ある長寿社会の実現に向けてのいろいろな運

動が進められています。

ζ一～哲三~~・2置Z函置盟国軍翠冨盟国・~~~－；？~
1.すべての高齢者が安心して自立した生活ができる、保健・福祉のまちづくりを進め、ふれあいの輸を広げよう。
2.高齢者の知識、経験や能力をいかした、就労・社会参加・ボランティア活動を進めよう。
3.高齢者の生きがい・健康づくり、介護予防への取り組みを進めよう。
4.高齢者の人権を尊重し、認知症高齢者への支援の在り方や介護問題等をみん怠で考え、高齢者や介護者を支える取組みを積極的に進めよう。
5.高齢社会における家庭や地域社会等の役割を理解し、お互いに協力して安心と活力ある長寿社会をつくろう。
6.減災や防災への取り組みに関心を持ち、日頃から地域でのつながりを築こう。

司~昨→＂＂＂＂＇~

「まちづくりサポート 1 
1・〉 センター事業 リ

居室内外の清掃や病院の付添な

どの支援を必要としている方（依
頼会員）とそのお手伝いができる

方（提供会員）が登録し、相互扶
助活動（有償サービス）として支
援を行う事業です。空いている時

間や自らの技術をいかした活動が

可能です。

．．．．．．．．． 

c；を同ifii強志事司ゆtill』~差是
電量凪~量遭量五証且謹盛ra

公民館 ・集会所を拠点に地域の
高齢者が集い、レクリエーシヨン
などをとおした，3，れあいや生きが
い ・健康づくりを目的に実施して
います。この活動において運営を
支えているのが地域住民のポラン
ティアです。準備や片付け、調理、
参加者の話し相手などを担ってい
ます。

L：・老人クラブ活動。；
各字・自治会に結成され、さま

ざま芯活動を行っています。町老
人クラブ連合会では、運動会やポ、
ウリングなどのスポーツ活動や意
見発表、カラオケ大会、 Uーダー
研修会などの文化教養活動、 友愛
訪問活動や子どもの登下校時の見
守りパトロール活動芯どのボラン
ティア活動を行っています。
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令春日2年度目標額 5,649,000円

町社会福槌協議会の地域福松活動事業費として 3,650,000円
県内福祉錨設団体及び宋法人団体の事業費として 1,999,000円

町民の皆さまからの善意の寄附金は、町社会福祉協議会の地域福祉活動費として配分され、見守り

が必要な世帯を訪問する友愛訪問活動や、高齢者の生きがい・健康づくりを推進する事業、ボランティ

ア活動推進のための養成講座や研修会の開催、子育て中の親子への支援事業、障がい者スポレク交流

事業、母子家庭の母、 寡婦ためのパソコン教室、その他保育園・幼稚園・小 ・中・高校における福祉

教育の推進事業に活用されます。また、町内の福祉団体の活動支援としても活用されます。

＊皆さまから寄せられた寄附金は次のような社協事業などに活用されます。 （令和元年度の様子）

10代のボランティア研修会 障がい者スポレク交流事業 子育てサロン

＊地域福祉推進にご理解いただき、今年も皆さまのご協力をお願いいたします。

戸別募金 ｜｜ 職域募金

一世帯あたり500円を目安にお願いいたし｜ ｜課長以上1,000円、一般職員500円を目安にお願

ます。 ｜｜いいたします。

学校募金 事業所募金

町内の小 ・中・高校の児童・生徒に福祉教

育の一環としてご協力をお願いいたします。
町内の企業などにご協力をお願いいたします。

町民の皆さまには、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、困難の多い日常をお過ごしのことと思いま

すが、こういう時だからこそ地域の支えあい、助けあいが重要となります。赤い羽根共同募金運動をとおして、

福祉のまちづくりにご参加、ご協力くださいますよう心よりお願い申しあげます。

医療法人

久田病院
精神科・ 心療内科・老年精神科

〒901・1101 南風原町字大名275番地

TEL. 098-889-3206 FAX. 098-889-5311 

E-mail: kuda-ph@tea.ocn.ne.jp 

正 清会 理事長 与儀英 明

介護老人

〒901-1301
与那原町字板良敷1281-1

TEL. 098-944-7000 
FAX. 098-944-7003 

E-mail:urizun@eos.ocn.ne.jp 

就労継続支援 B型事業所

ライフサポート久田

〒900-0014
那覇市松尾2-15-27
TEL・ FAX. 098-867-7890 

（ 

t』
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新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業等により、一時的に収入が減少した世帯を対象

として、生活福祉資金 （緊急小口資金及び総合支援資金）の特例貸付を実施しています。

・緊急小口資金特例（一時的に資金が必要な方）
・対象者： 新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急かつ

一時的芯生計維持のための生活費として貸付を必要とする世帯

・貸付上限額： 20万円以内 （従来の10万円以内を、特に必要がある場合は20万円まで、拡大）

・据置期間： 1年以内 田償還期限： 2年以内 ・貸付利子： 無利子 ・保証人不要
※上限額緩和に伴い、すで・に今回の特例貸付で緊急小口資金を借入している世帯も合計20万円までは追加で借入が可能です。

例 すでに緊急小口資金借入が10万円の方＝争追加で10万円まで借入が可能

すでに緊急小口資金借入が20万円の方今追加の借入はできません。

・総合支媛資金特例（生活支援費）
・対象者 ：新型コロナウイルスの影響を受け、収入の減少や失業等により生活に困窮し、日常生

活の維持が困難になっている世南

・貸付上限額： （2人以上世帯）月20万円以内 （単身世帯） 月15万円以内

・貸付期間： 原則3ヶ月以内

・据置期間： 1年以内 田償還期限 ：10年以内 田貸付利子： 無利子 ・保証人不要

今回の特例措置では、償還時において、芯お所得減少が続く住民税非課税世帯の償還を免除することができると

されています。

E申込みの必要書類

1 申請書類一式（本会のホームページにてダウンロード、もしくは窓口に置いていますので、ご自由にお取りください）
とうほん

2 住民票謄本 （本籍地記載あり ：世帯全員の記載のある住民票）

3 運転免許証や健康保険証など本人確認書類の写し

4 振込希望の預金通帳の写し （※キャ ッシユカードでも可）

※書類は全てA4サイズでご準備下さい。
※その他、必要に応じて追加で書類を求めることがございます。
※特例貸付の追加分申請等は、必要書類が異なるため、 一度電話でご確認ください。

［提出方法］
原則、郵送にてご提出下さい。

※不備が聡いよう、見本やチェックリストをご確昭の上、郵送をお願いします。不備がある場合は、受付や
審査に時間がかかりますので、ご了承下さい。

※窓口来所ご希望の方は、感染拡大防止のため予約制とさせていただいております。事前にご連絡をお願い
します。

｜お問い合わせ：南風原町社会福祉協議会j有風原町字宮平§＿~Z雪地1Q＿ 電量ベQ98)889-3213 I 

l Ii' { i み良いr;:;1＿｛：•.作り手地域と穴に ！ 1/ 

．陸軍盟図11.B!EEヨ 団よなみね歯科クリニック
m：：宜野座ビル管理

代表取締役伊芸美 香

〒901-1112：南風原 町字本 部 461番 地－55
TEL: (098) 889-6488 

~ ;'/1/l/j · i1ftl8·£rlf·抑制/l/j~ ·；＇＃f1' · •~.Il/I側18;'#/,J; ~ 
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南風原町宮平59・21・1 Tel800・7005



第 222号 （7) はえばる社協だより 令和2年9月1日

活 動 内 容

蝶金額f;t目安マす．内曹に

よって変動いたします

買い物・掃除 600円～パ時間

草刈作業 1,000円～ パ時間

・圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃E歪日】，tヨ~・・・・・・・・・・・・

印国防； JP 
在宅で、安心して介護が出来ることを目的に、福祉用具

を活用し介助者、要介護者の負担軽減が図れるよう、第

1回家族介護教室［介護が楽になる lかしこく活用しよ
うj；を7月10日（金）に開催しました。

困鎖国防
1安心して喜らせるよう認知症について知ろうj
・＝－ー・l司 9月29日（火）午後1時30分～3時30分

L~~l1 ちむぐくる館ホール

If~－ーー咽 外間政也氏（豊見城中央病院
認知症看護認定看護師）

（ 

当日は介護をされている方怠ど27人が会場を訪れ、

講師に側シルパ、ーサービスの大城政人氏をお迎えし、実

際に使用されている福祉用具を持ってきていただき、各

福祉用具には貴社の福祉用具専門相談員が配置され、福

祉用具の説明を聞き怠がらの体験型の講習となりまし

.－~－ー霜 地域での認知症予防の大切さについて IC 
tJi－・正調 介護されている家族・また介護に関

た。参加者の方からは

「介護用具の進化には

目を見張るものがあ

るj「実際に福祉用具に

触れながらの説明が良

かったj芯どの声が挙

がりました。

＠博 愛 病 院
発達障害・不安・うつ
物忘れ・睡眠・介慢の相談
アルコールに関する相麟

。デイサービスセンターはくあい

南風原町新川485-1 TEL (098) 889-4830 

心のある方

無料

M僻闘 9月23日（水）

E益出Lmi恒週 TEL(098) 889-3502 （担当：大城、
立津）南風原町在宅介護支援センター

（南風原社協内）

功 社会福祉法人千尋会「嬉の里」
介護に関することなど

お気軽にご相談下さい。

「一~重富
・介護老人福祉施設纏の里
－爆の里ショートステイ
・煙の里デイサービス

－婚の里指定居宅介護出塁事業所
・特定有料老人ホームむつみ寮
・委託事業 （南風原町社協委託）
－給食サービス

ー短時間パート募集中一

・・・・・・・・・・・H・E盃E・凶・・・・・・・・

沖縄県南風原町字新Jll538番地
TEL (098) 888-0591 
FA×（098) 889-8420 



令和2年9月l日 はえばる社協だより 第222号 （8)

。 議舌競（字大名）

長

我が家には8歳の長女、 4歳の長男、 2力月の次女

がいます。今年から3児の父と怠ったわけですが、最

近子供たちの成長を実感する出来事がありました。

我が家の家事はほとんど妻任せで、自分の役割は

子どもたちの入浴や、ゴミ出し、遊び相手芯どです。二人でしっかりと話しあった訳

でも芯く自然とそう左よっていますが、最近仕事で帰りが遅く芯り、子供たちの入浴を

見ることができない目が続きました。どうやってお風呂に入っているのかと思ったら、

長女と長男二人で、お風自に入っていたのです。やんちゃ芯長男も、このときはおと芯

しくお姉ちゃんの言うことを聞きながらシャワーを浴びていました。その光景から二

人に頼もしさを感じました。

また、仕事のことで気持ちが落ち着いていない時に、長女

が紙コップに不満そう芯顔と笑顔を描いて、 I笑顔の方がい

いよjと笑い芯がら見せてきました。自分のネガティブ芯態

度に気づき笑顔で語りかける長女に対し、気恥ずかしさを感じつつ優しい人に育っている

と感じ嬉しくもなりました。

しっかりと成長している我が子に敬意を表しつつ、自分はもう少し頼れる存在に芯らな

くてはと反省した今回の執筆でした。このような機会をくださりありがとうございました。

~~ E署~~磨君居眠諸国’周ilJf3~著耳目:irn情i幸司圃

職種 ｜ 給与

相談員（嘱託 1名） ｜（月給）200,967円

業務内容 ｜ 勤務
相談援助業務 他 ｜午前8時30分～午後5時
※社会福祉士資格または｜ の内7時間勤務（月～金）
精神保健福祉士資格 ｜土・目・祝日休み

［資格要件］ 普通自動車運転免許、社会福祉士資格ま
たは粕ネ11保健福祉士資格

［期 間］ 採用日～令和3年3月31日（更新あり）
［待 遇］ 社会保険完備、有給休暇あり、通勤手

当（片道2km以上 ー）立与あり
［受 付｝ 履歴暫（顔写其貼付）を郵送または持参
［受付場所］ 南風原町社会福祉協議会

（ちむぐくる古宮内）
［選 考l ri~：類審査及び面接

※随時選考し、決定次第募集を終了します。

忠司~《庇瓜＝ξ関
｛資格要件］ 介護福祉士実務者研修修了者、初任

者研修修了者 等

普通自動車運転免許
［勤務時間］ 週25時間以内で、利用者のニーズに合

わせた勤務（非常’勤登録ヘルパー）
［休 日］ 週1日程度
［時 給］ サービス内容により 1,050円～ 1,400円

（訪問件数に対して手当あり）
［雇用期間］ 採用の日から令和 3年 3月31日まで

（更新あり）
｛募集・受付｝ 履歴書（写真貼付）、資格証（写し）を本会

宛てに郵送または持参
｛受付場所］ 南風原町社会福祉協議会

（ちむぐくる館内）
［選 考］ 書類審査及び面接

お問い合わせ：南風原町社会福祉協議会
ft (098)889-3213 （担当：田場）

｜ ご寄附ありがとうございました ｜ 
（令和2年7月1日から7月31日まで）

［一般寄附1
・大城 武 雄 様 （字照屋） 100,000円

・匿名様 50,000円

・南風原中学校 27期卒同期生会実行委員会 様

（還暦同期生会より一部を寄附） 71,218円

南風原中学校27期卒同期生実行委員会の皆機と

南風原町社会福祉協議会前川会長（左より3人目）

［香典返し1
・島袋照夫様（字与那覇） 100,000円

（故兄 島袋清様の香典返しとして）

お亡くなりになられた方の御冥福を心からお祈り申し上げます

｜ 介護実撮むシターとき ｜ 

印刷／光文堂コミュニケーションズ株式会社 〒901-1111南風原町字兼城577 TEL.098-889-1131 


